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研究成果の概要（和文）： 本研究は、高齢女性がん患者の背部マッサージによる倦怠感緩和効果の検証を行った。本
研究で行う背部マッサージは、スウェーデンで日常的なケアとして行われているタクティールマッサージであるため、
まず初めに日本人女性にどのような生理学的・心理学的効果があるのかを明らかにした。
 その結果、日本人女性の生理学的な効果として、呼吸筋の緊張を緩和し1回換気量を増やすこと、心理学的な効果とし
て成人・高齢女性共にネガティブな感情を軽減し、倦怠感を緩和すること、高齢女性に対しては活気を生み出す効果の
あることが明らかになった。高齢がん患者への介入は現在1名のみであるが、倦怠感を緩和する効果のあることが示唆
された。

研究成果の概要（英文）： The purpose of this study is to verify the effect of back massage on alleviating 
the feeling of fatigue in Japanese elderly female cancer patients. Since the back massage conducted in 
this study is the tactile massage that is performed as routine care in Sweden, I have firstly clarified 
how it affects physical and psychological conditions of Japanese women.
 Relaxing the respiratory muscles followed by increasing the tidal volume was observed as the physical 
effect to healthy Japanese women after this massage. It has also been demonstrated that this massage 
alleviates negative feelings and fatigue in both adult and elderly women. Further, it also promoted vigor 
in elderly women. So far we have conducted the study of the effect of this massage on an elder cancer 
patient, and suggesting that back massage is also effective for alleviating fatigue of cancer patient.

研究分野：基礎看護学
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１． 研究開始当初の背景 
 日本の高齢化率は急速に進み、2011年には
23.1％に上昇した。これは人口の 5人に 1人
以上の割合で高齢者が存在することを意味
している。数年後に超高齢化社会を迎える日
本では、高齢者医療に早急に対応しなければ
ならない。なかでも、がん医療は死亡原因の
第 1位を占め、高齢者の罹患率も急激に上昇
しているため、高齢がん患者に関する研究が
急務であると考える。 
 本研究で取り組む倦怠感は、今まで「だる
い」「しんどい」「何もしたくない」といった
患者の主観的症状の１つとして捉えられ、が
ん患者にとっては一般的に経験されるもの
で、特に介入が必要なものとしては認識され
ていなかった。しかし、近年では倦怠感に関
する研究も進捗し、倦怠感が生じる原因も明
らかになってきた。倦怠感の原因としては、
肝機能障害、腎機能障害、糖尿病、心不全な
どの疾患や貧血、低栄養状態、脱水、低酸素
血症などの症状に由来するもの、感染や褥瘡、
電解質異常などの合併症によるもの、抗がん
剤の副作用によるもの、精神的なものなどが
考えられている。また、がんの治療や副作用
のアンケート結果によると、周囲の想像以上
に患者にとってつらい症状は「倦怠感や疲
れ」であり、治療を行っている患者の 70％以
上が体験している症状であることも報告さ
れている。 
 筆者は、先行研究「高齢がん患者の背部マ
ッサージによる症状緩和効果の検証」におい
て、健康な成人男性や高齢男性に対する背部
マッサージの効果を検証した。その結果、背
部マッサージの生理的効果としては、健康な
成人および高齢男性の倦怠感を有意に低下
させること、呼吸数を有意に減少させ、SPO2
を有意に上昇させることが明らかになった。
また、背部マッサージの心理的効果としては、
緊張や不安、疲労感、混乱、抑うつや落ち込
みを有意に低下させることが明らかになっ
た。それゆえ、背部マッサージは倦怠感の軽
減やネガティブな感情を軽減させることに
有効であること、さらに呼吸筋の緊張を緩和
し呼吸を楽にする援助になりうることが示
唆された。 
 
２． 研究の目的 
 本研究は、高齢女性がん患者の背部マッサ
ージによる倦怠感緩和効果の検証を行うた
めに全 3段階で構成されている。第 1段階は
「健康な成人女性に対する背部マッサージ
効果の検証」、第 2段階は「健康な高齢女性
に対する背部マッサージ効果の検証」、第 3
段階は「高齢女性がん患者に対する背部マッ
サージ効果の検証」を行う。なお、全段階を
通して、背部マッサージが倦怠感の症状緩和
に有効か否かを生理学的データ（血圧、心
拍数、SPO2、呼吸数、体温、自律神経活
動、唾液アミラーゼ活性）および主観的
データ（日本語版 Profile of Mood State短縮

版、日本語版 Brief Fatigue Inventory、自
由記述）により明らか
にする。 
 
３． 研究の方法 
（１）実験期間 
①健康な成人女性 

2012年 8月-12月 
②健康な高齢女性 

2014年 7月-11月 
③高齢肺がん患者 

2015 年 3 月-現在
も継続中 

（２）研究対象者 
 ①健康な成人女性 
  20-30 歳代の健康な成人女性で、循環器
疾患・呼吸器疾患・口腔外科疾患・精神疾
患に罹患していない者、月経期間中でない
25 名を対象とした。 
 ②健康な高齢女性 
  65 歳以上の高齢女性で重篤な循環器疾
患や自律神経疾患・呼吸器疾患・口腔外科
疾患・精神疾患に罹患していない者、がん
の治療をしていない者24名を対象とした。 
 ③高齢肺がん患者 
  高齢肺がん患者で PS(Performance Status)
が 0-2 で意思疎通が困難でない者、治療に
ついて医師からインフォームド・コンセン
トが行われ、化学療法を 1クール以上継続
している者 1名を対象とした。 
（３）実験環境 
 室温 24±1℃、湿度 50±10％に保つこと 
ができる実験室を使用し、被験者には背部 
を露出できる病衣を着用してもらった。な 
お、高齢肺がん患者の場合は、外来の一角 
をお借りして実施した。 
（４）測定項目 
 ①基本属性 
  年齢、性別、身長、体重、現病歴、既往
歴、飲酒歴、カフェイン摂取状況、健康維
持のために取り組んでいること、身体に触
れられることへの抵抗感の有無など全 11
項目について調査した。 
 ②生理学的指標 
○a 心拍変動（Heart Rate Variability : HRV） 
   生体侵襲が少なく、自律神経活動を反映
している心拍変動を指標とした。多機能心
電計（BSM-4101,日本光電社）を用いて、
記録した時系列データを心拍ゆらぎ解析
システム（MemCalc/Tarawa,GMS 社）を用
いて周波数解析を行いパワー値（msec2）を
算出した。 
HRV のスペクトルを 0.04～0.15Hz の 
低周波数（low frequency:LF）成分と 0.15
～0.40Hz の高周波数（high frequency:HF）
成分とし,HF を副交感神経活動、LF/HF を
交感神経活動の指標とした。 
○b 血圧・心拍数 
 自律神経活動の間接的な指標として、 
血圧と心拍数を測定した。血圧・心拍数と

 



もに、多機能心電計（BSM-4101）を用い
て測定した。 
○c 呼吸数・経皮的酸素飽和度（以下 SPO2 
と記す） 
  呼吸回数を厳密に測定するため、多機能 
心電計（BSM-4101）に CO2センサーキット
（TG-920P,日本光電社）を接続し、対象者に   
ネイザルアダプター（YG-121T,日本光電
社）を装着してもらい測定した。SPO2は、多
機能心電計にフィンガープローブ（TL-201T,
日本光電社）を接続し、対象者の示指また
は中指に装着し測定した。 
○d 体温 
  背部マッサージを実施するため、安定し  
た体温測定が可能である鼓膜を選択し、耳 
式体温計（MC-510,オムロン）を用い、鼓
膜温を測定した。 
○e 唾液アミラーゼ活性 
   唾液アミラーゼは、感度の鋭敏なことか
ら、快・不快の判別が可能であり、特に急
性のストレス評価に有効である。1分ほどの
分析時間で、唾液アミラーゼ活性を測定す
ることは非侵襲、即時、随時、簡便である
ため、ストレスの評価における交感神経の
指標とした。酵素分析装置唾液アミラーゼ
モニター（ニプロ株式会社）を用い、唾液
アミラーゼ活性を測定した。 
③主観的指標 
 ○a 日本語版 POMS（Profile of Mood State）短
縮版 
 POMS短縮版は、気分を評価する質問紙で、
T-A（緊張-不安）、D（抑うつ-落ち込み）、
A-H（怒り-敵意）、V（活気）、F（疲労感）、
C（混乱）の 6 つの下位尺度 30 項目の設問
で構成されている。過去 1 週間の気分につ
いて「全くなかった」（0 点）から「非常に
多くあった」（4 点）までの 5 段階のいずれ
か１つを選択する様式になっている。本尺
度は、現在の気分の変化を測定することも
可能であるため、マッサージ前とマッサー
ジ終了後に測定した。 
○b BFI（Brief Fatigue Scale） 
  BFIは、がん患者の倦怠感を評価するため
の簡便な質問紙で Dr.Cleeland によって開発
された尺度である。倦怠感の有無 1 項目、
倦怠感の強さ 3 項目、倦怠感による生活へ
の支障 6項目の全 10項目で構成されており、
この24時間の倦怠感の強さと生活などへの
支障を評価するものである。倦怠感の強さ
は、過去 1週間の疲れやだるさについて「だ
るさなし」（0）から「これ以上考えられな
いだるさ」（10）までの 11段階でいずれか 1
つを選択する様式になっている。また、倦
怠感による生活への支障は、「日常生活の全
般的活動」「気持ち、情緒」「歩行能力」「通
常の作業」「対人関係」「生活を楽しむこと」
の６つの下位尺度で構成され、この 24時間  
のだるさが生活にどれほど支障になってい
るのか「支障なし」（0）、「完全に支障にな
った」（10）までの 11 段階で 1 つを選択す

る様式となっている。9つの尺度の平均点を
算出し、総合スコアとし、倦怠感の程度を
測定した。また、本尺度はがん患者用の尺
度であるため、POMS内の F（疲労）の項目
と相関があることを確認したのち、本研究
で用いた。 
（５）実験のプロトコル 
 ①更衣を済ませ、身長・体重の測定を行う。 
②調査票用紙への記入（基礎情報および日
本語版 BFI、POMS短縮版）を依頼する。
＊ご本人が困難な場合は共に行う。 

 ③心電図モニターの電極を貼付（両鎖骨下、
左胸部下）、ネイザルアダプターを鼻腔
に装着する。 
 ④マッサージベッド上で腹臥位になるよ
う体位を整える（枕と頭部・腰部・足部
の位置関係を調整し、安楽な体位にす
る）。 
 ⑤血圧計のマンシェットおよびパルスオ
キシメーターのフィンガープローブを
装着する。 
⑥唾液アミラーゼの測定（唾液アミラーゼ
チップに唾液を含ませる）を行う。 

 ⑦データ測定は、マッサージ開始直前、マ
ッサージ直後、マッサージ終了後10分、
マッサージ終了後 20 分の生理学的デー
タを測定する。コントロール群も同様の
間隔で測定する。 
マッサージ実施時は、直前に背部を露出
することを対象者に伝え、背部を露出し、
ベビーオイルを用いて行う。マッサージ
終了後は、バスタオル1枚を2つ折にし、
実験終了後まで対象者の背部を覆う。 

 ⑧生理学的データの測定後、腹臥位のまま
唾液アミラーゼを測定する。 
 ⑨マッサージのオイルが気になる場合、オ
イル成分を温タオルで拭き取る。 
 ⑩腹臥位のままでマンシェットとフィン
ガープローブ、ネイザルアダプターを取
り外し、座位で電極を取り外す。必要時、
温タオルで電極の粘着成分を拭き取る。 
 ⑪検査衣から私服に着替え、調査票用紙へ
の記入（日本語版 BFI、POMS 短縮版、
自由記載）を依頼する。 
（６）背部マッサージの方法 
  背部マッサージは技術レベルを一定に
保つために研究者が一人で行った。背部マ
ッサージを行う際は、ベビーオイルを手掌
で温め、背中全体にベビーオイルを馴染ま
せた後、背部マッサージを行った。背部マ
ッサージの圧力は 100-200mmHg で行い、次
に示す①-⑤の手順をそれぞれ約50秒かけ
て 2回ずつ実施した。その後⑥の手順を約
60 秒かけて実施し、計約 10 分間の背部マ
ッサージを実施した。なお、背部マッサー
ジ中は同一の音楽を同一音量で流しなが
ら実施した。 
① 腰部から脊柱に沿わせ肩峰を包み込み
両体側を通って元に戻す。 
② 脊柱から体側へと筋肉の走行に合わせ



軽擦する。 
③ 体側から脊柱に向かい筋肉の走行に合
わせて軽擦する。 
④ 脊柱に沿い肩甲骨下を通り肩峰を包み
込むよう軽擦する。 
⑤ 僧帽筋から両手を交差させるように背
中全面を軽擦する。 
⑥ 脊柱に沿って、頸部から腰部まで軽擦
し、背中全面に同様の軽擦を行う。腰
部から脊柱に沿わせて肩峰を包み込み、
両体側を通って腰部に戻る。 

（７）解析方法 
    マッサージ介入群とコントロール群の 
データで有意差がないか二元配置の分散 
分析と多重比較を用いて解析する。次に、 
マッサージ介入群およびコントロール群 
の生理学的データを、背部マッサージ前を 
基準とし、マッサージ直後、マッサージ終 
了後 10 分、マッサージ終了後 20 分（コン 
トロール群も同様の時間帯で実施）で反復 
測定による一元配置の分散分析と多重比 
較を用いて解析する。主観的データについ 
ては、背部マッサージ前後（コントロール 
群も同様の時間帯で実施）のデータを対応 
のある t検定を用いて解析する。以上の解 
析には、統計ソフト IBM SPSS statistics 22 
を用い、有意水準は 5％（両側）とした。  
（８）倫理的配慮 
  本研究は人体に直接触れる介入研究で
あるため、「ヒトを対象とした医学研究の
ための倫理規定（ヘルシンキ宣言）」に準
じて、対象者の人権保護を十分に配慮して
行った。対象者に対して、本研究の目的や
方法などについて詳細に説明し、得られた
データは研究者のみが扱うこと、プライバ
シーは保護すること、研究への参加は自由
意思であること、研究の最中であっても途
中辞退する権利があること、実験終了後に
得られたデータは裁断し破棄すること、研
究結果はまとめて公表することなどを口
頭と文書で説明し、同意書への署名により
同意を得た。なお、本研究は所属大学の倫
理審査会の承認(通知書受付番号：24-1、
通知書番号：123104)を得て実施した。 
 
４．研究成果 
（１）健康な成人女性 
 ①対象者 
  25 名のうち月経中、精神疾患のある者 4
名を除く 21 名を分析対象とした。対象者
の平均年齢は 21.1±2.4 歳であり、身長
159.1±4.9㎝、体重55.0±11.1であった。
触れられることへの対抗を示した者は4名
（19％）であったが、背部マッサージ前・
中・後に不快感や抵抗感を示す言動はみら
れなかった。 
 ②コントロール群とマッサージ介入群の
群間比較 
  生理学的データについて比較した結果、
体温、血圧、心拍数、呼吸数、自律神経活

性、唾液アミラーゼ活性において有意差は
なかった。しかし、SPO２は介入群において
マッサージ終了後 20 分で有意に上昇した
（p＜0.05）。主観的データの比較では、両
群で有意差はなかった。 
③コントロール群内の比較 
  生理学的データについて比較した結果、
音楽前を基準として音楽直後、音楽終了後
10 分、音楽終了後 20 分で有意差はなかっ
た。 
主観的データの比較では、POMS短縮版の
うち、緊張-不安（t(20)=4.09、p＜0.05）、
抑うつ（t(20)=2.99、p＜0.05）、疲労感、
（t(20)=4.45、p＜0.05）混乱（t(20)=2.96、
p＜0.05）の項目とBFIの得点（t(20)=4.16、
p＜0.05）が有意に減少した。 
 ④マッサージ介入群の比較 
  生理学的データについて比較した結果、
体温、血圧、心拍数、呼吸数、HF、LF/HF、
唾液アミラーゼ活性において有意差はな
かった。しかし、 SPO２はマッサージ直前
と比較して、マッサージ直後、終了後 20
分で有意に上昇した（F(3,60)=3.808、p＜
0.05） 。また、平均より高い LF/HF を示
している 8名を対象に分析した結果、マッ
サージ直後に HF が有意に上昇した（p＜
0.05）。主観的データの比較では、POMS
短縮版のうち緊張-不安（t(20)=5.46、p＜
0.05）、敵意-怒り（t(20)=2.31、p＜0.05）、
疲労感（t(20)=5.58、p＜0.05）、混乱
（t(20)=5.05、p＜0.05）の項目と BFI の
得点（t(20)=5.06、p＜0.05）が、マッサ
ージ後に有意に減少した。 
上記①-④の結果より、成人女性への生
理学的効果として、背部マッサージは呼吸
補助筋の緊張を緩和し、1 回換気量を増や
す効果が期待できる。また、主観的効果と
して、ネガティブな感情を軽減し、倦怠感
を緩和する効果があることが示唆された。 
 
（２）健康な高齢女性 
 ①対象者 
  老研式活動能力指標で 10 点以上の自立
した日常生活をおくることができる高齢
者 24 名のうち循環器疾患、精神疾患のあ
る者 4 名を除く 20 名を分析対象とした。
対象者の平均年齢は 71.0±5.6 歳であり、
身長 148.1±6.1 ㎝、体重 47.9±5.9Kg で
あった。触れられることへの抵抗を示した
ものは 3名（15％）であったが、背部マッ
サージ前・中・後に不快感や抵抗感を示す
言動はみられなかった。 
 ②コントロール群とマッサージ介入群の
群間比較 
  生理学的データについて比較した結果、
体温、血圧、自律神経活性、唾液アミラー
ゼ活性において有意差はなかった。しかし、
呼吸数は介入群において、マッサージ終了
後に有意に低下し、SPO2は介入群において、
マッサージ終了後に有意に上昇した（p＜



0.05）。心拍数は介入群おいて、マッサー
ジ終了後に有意に低下した（p＜0.05）。 
 主観的データの比較では、POMS短縮版の
うち活気の項目（t(19)=-2.42、p＜0.05）
は、マッサージ後に有意に増加した。 
③コントロール群内の比較 
  生理学的データについて比較した結果、
音楽前を基準として音楽直後、音楽終了後
10 分、音楽終了後 20 分で有意差はなかっ
た。 
主観的データの比較では、POMS短縮版の
うち、緊張-不安（t(19)=2.64、p＜0.05）、
抑うつ（t(19)=2.10、p＜0.05）、怒り-敵
意(t(19)=2.15、p＜0.05)、混乱（t(19) 
=2.21、p＜0.05）の項目と BFIの得点
（t(19)=2.43、p＜0.05）が有意に減少し
た。 
 ④マッサージ介入群内の比較 
  生理学的データについて比較した結果、 
 体温、血圧、自律神経活性、唾液アミラー
ゼ活性において有意差はなかった。しかし、
呼吸数はマッサージ直後、マッサージ終了
後 10 分・20分で有意に低下した（F（3,57）
=8.089、p＜0.05）。また、SPO2はマッサー
ジ直後、マッサージ終了後 20 分で有意に
上昇した（F(3,57)=6.889、p＜0.05）。心
拍数においても、マッサージ直後、マッサ
ージ終了後 10 分・20 分で有意に低下した
（F(3,57)=16.210、p＜0.05）。 
主観的データの比較では、POMS短縮版の
うち緊張-不安（t(19)=3.03、p＜0.05）、
混乱（t(19)=2.86、p＜0.05）の項目と BFI
の得点（t(19)=3.35、p＜0.05）が、マッ
サージ後に有意に減少した 。逆に POMS
短縮版の活気の項目（t(19)=-4.44、p＜
0.05）は、マッサージ後に有意に増加した。 
上記①-④の結果より、高齢女性への生
理学的効果として、背部マッサージは自律
神経のバランスを調整することや呼吸補
助筋の緊張を緩和し、1 回換気量を増やす
効果が期待できる。また、主観的効果とし
て、ネガティブな感情を軽減し活気をもた
らす効果や倦怠感を緩和する効果が期待
できる。 
 
（３）高齢肺がん患者 
 健康な成人女性、健康な高齢女性に実施し
た結果に基づき、現在研究中である。詳細に
ついては、後日論文などに掲載する予定であ
る。 
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